
別記様式第１２号（第１１条関係）

事事事事　　　　業業業業　　　　実実実実　　　　績績績績　　　　書書書書

団体名 　小鯖地域づくり協議会

１　総括

２　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要 （参加人数）：総合計画構築委員会メンバー11人、住民座談会参加者　約50人

（成　果）： 24年6月　住民意識調査、24年11月　住民座談会を行い、それらの意見も

併せて　11回に及ぶ委員会会合を重ね　25年1月初旬に基本計画(案）をまとめまし

た。

（評　価）：現在の小鯖地区の課題を把握し、計画立案の段階は達成したとして、3月

時点で一端区切りを付けることにしました。

　地区総合計画の構築

　 　１２,０１９円

（実施内容）：｢総合計画構築委員会｣が主体になり、住民意識調査から始まり、会合を

重ねて基本案をまとめました。

（実施時期）：24年4月～25年3月

（参加人数）：役員会、理事会、各専門部会、特別委員会等のメンバー（約50人）

（成　果）：　各会の開催運営等は予定通り実施していますが、事務費用処理は事務

局運営費の中で運用しました。

（評　価）：

（今後に向けて）：次年度から各ステップにおいて評価審議する場を設けて、事業の精

度を上げられるような体制に取組みます。また事業費の計上方法は再検討します。

　活動計画の実施事業

　　　０円

（実施内容）： 各諸会議の開催は計画的・効果的な運営・実施しました。

（実施時期）： 24年4月　～　25年3月

（成果・評価）：年間を通じて滞りなく事務局運営を行いました。

（今後に向けて）：新たに策定した｢小鯖地域づくり計画｣を推進するために、地域づくり

協議会の事業推進体制を強化して行きます。

　平成24年度は、地域課題解決のために中・長期の｢小鯖地域づくり計画｣策定作業に主力を置き

ながら、ホームページ開設による広報活動向上、地域が一体となって活動出来るイベント（防災研

修、ウォーキング、写真コンテスト等）を企画・実施して、地域課題を改善するように取組みが出来た

と思います。次年度からは、大筋の決まった事業計画に基づき、具現化出来る様に努めます。

　３,３４８,０４０円

（事務員等の雇用人数）：事務局長１名、事務局員２名　　計３名

（運営費の主な内容）：事務局人件費、事務費
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要 （参加人数）： 各イベント実行委員会のメンバーにより実施しました。

（成　果）：下記の４件を事業として企画実施しました。

① 夏まつり（8月）時に、特産の鳴滝そうめんを使い、「そうめんそうめんそうめんそうめん流流流流しししし」を実施しました。

　地域活性化事業

　　４３５,７４２円

（実施内容）： 小鯖地区活性化のために、人との絆の大切さを考慮して　全世代が交

流参加が出来るイベント事業を行なうもので、24年度は下述の４件を実施しました。

（実施時期）： 24年4月　～　25年3月

（参加人数）：広報紙にて都度広報し､要望があれば事務局にて受付する体制です。

（成　果）： 24年度内としては、設置要望がなかったので助成を実施しませんでした。

（評　価）：　―

（今後に向けて）：　この事業としては、今後も継続します。

　掲示板設置事業

　　０円

（実施内容）： 地区各自治会での情報掲示の適当な場所がなく、掲示板設置の要望

がある場合に助成する事業です。

（実施時期）：　24年4月　～　25年3月

（参加人数）：　ホームページ内容検討　6名、 作成　1名、 更新作業　1名

（成　果）： 地域のお知らせ・活動報告情報を写真データ等を盛り込み、平均月１回は

更新して最新情報を発信するよう努めています。

（評　価）： サーバー容量が100MBと小さいこともあり、平凡的で、面白み・楽しさに欠

けるという声が聞かれ、１年間のアクセス数が、約450件です。

（今後に向けて）：記事掲載方法を工夫し、多くの人に興味を持って貰えるように改善

し、広報活動の手段として定着出来るものに育てて行く予定です。

　ホームページによる地域発信事業

　　１０,１８５円

（実施内容）： 「小鯖地域づくり協議会」のネーミングで24年4月末にホームページを開

設し、内容更新を継続しています。

（実施時期）：　23年12月より内容・デザイン等の検討を始め、24年4月末に開設しました

（参加人数）：総務部会委員にて　編集、印刷作業を行います。

（成　果）：　地域づくり協議会の情報をかなり詳しく伝えることが出来ました。

（評　価）：　類似した行事の記事を「正田山」と地域交流センター「おさばだより」に少

し時期がずれて掲載された時、地区住民に誤解が生じたことがありました。

（今後に向けて）：「正田山」と「おさばだより」とは、内容主旨が異なるものですが、合併

することも考慮に入れ、地区住民に理解されやすい広報紙を模索し改善して行きま

す。

　広報活動「正田山」

   １５５,５３６円

（実施内容）： 広報紙「正田山」を通して、地域づくり協議会の活動情報を伝えていま

す。

（実施時期）： 24年4月（正田山28号）～25年3月（正田山40号）　と「正田山（総集編）」

（今後に向けて）：25.26年度は｢実行｣の段階とし、当面は定期的に｢検証｣しながらフォ

ロー作業を進めます。
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事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名 　ウォーキング事業

（参加人数）：　フリーマーケット　約60人、講演会　約70人、クリスマス会　28人

（成　果）：　【フリーマーケット】、【講演会】、【クリスマス会】を保護者に満足いただける

ように実施しました。

（評　価）：各イベントにおいて、食生活改善推進員や母子保健推進員、ボランティア

の方々等の支援で予定通りの事業が実施出来、保護者にも喜んでいただきました。

（今後に向けて）：状況に応じ、アンケート調査を行い　「子育て支援」活動を充実させ

て行きます。

　子育て支援

　　１２,２４８円

（実施内容）：地区内住民に「子育て支援について」のアンケート調査を実施し　その

要望に応え、支障なく「子育て支援活動」が行えるようにしています。

（実施時期）：定例会（年２回）、フリーマーケット　7月5日、｢児童虐待｣講演会　10月11

日、　　クリスマス会　12月13日

（参加人数）：設置済みの12団体と設置希望の地区代表者等の約20名が参加しました。

（成　果）：うまくサロン活動を継続して行えるコツ等の意見交換が出来ました。が、高

齢化が進み参加しにくくなっている等の課題があると認識されました。

（評　価）：この「サロン連絡会」は、情報・意見交換の場として有意義と思われます。

（今後に向けて）：継続して活動出来るよう支援していくことが大事と考えます。

　高齢者の生きがいづくり事業

　　３,５６７円

（実施内容）：促進するために、「いきいきサロン連絡会」を開催しました。

（実施時期）：2月22日（金）

（参加人数）：　―

（成　果）： 事業「地区総合計画の構築」における5～6月の意識調査と重なるので、本

事業は今年度においては見送りにしました。

（評　価）：　―

（今後に向けて）： 25年度以降は、ポイントを絞り　ニーズ調査を継続します。

　新たな公共ニーズへの対応

　　０円

（実施内容）： 多様化する住民の公共ニーズを常に把握するよう努め、アンケート調査

等を通して、もっと新しい課題へ適宜な対応を図ります。

（実施時期）： 24年4月　～　25年3月

③ 小鯖の史跡・自然をテーマにした「写真写真写真写真コンテストコンテストコンテストコンテスト」を8月末から募集実施しました。

2月に審査をし　3月から 5月末まで「写真展写真展写真展写真展」という形で実施しています。

④ 小鯖小学校「歴史民俗資料室」開設に伴うパンフレット費用の援助実施しました。

（評　価）： 今年度は新しい試みとして、「イルミネーション」「写真コンテスト」を実施し、

イルミネーションは地区住民に来年も実施して欲しいと好評でした。

（今後に向けて）： 小鯖の大きなイベント「夏まつり」、「小鯖ふるさとまつり」を盛りたて

る形で活性化事業を企画し取り組んで行きます。前記のイベント事業は継続します。

② ふるさとまつり（11月）時に、「イルミネーションイルミネーションイルミネーションイルミネーション」点灯を　約2ヶ月間に実施しました。
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事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（４）安心・安全

事業名 　自主防災組織の設立と防災訓練実施

（参加人数）：敬老会として13地区、お祝品贈呈の形式　9地区、対象者なし　１地区

（成　果）：　｢対象者なし地区｣を除けば、小鯖全体として100％　実施されました。

（評　価）：地区単位でなごやかに祝うのも良いが、やはり全体での敬老会を開催し、

他の地区の知り合いに会える場も作って欲しいという意見がありました。

（今後に向けて）：25年度は、小鯖地区全体で敬老会を開催すると関係団体の会議で

決定されました。

　小鯖地区敬老会

　　０円

（実施内容）：24年度は小鯖全体としては開催せず、各自治区単位で開催しました。

（実施時期）：24年4月～25年3月

（参加人数）：65人

（成　果）：定期的な訪問、周囲住民による見守り活動で独居者の安否が確認されてい

ます。

（評　価）：日頃から独居者の安否が確認され、有意義な活動となっています。

（今後に向けて）：今後も年１回は研修を続け、資質の向上に努めます。

　見守り訪問活動の充実

　　３,５６８円

（実施内容）：70歳以上独居者を主に訪問活動および地区会議・研修を実施しました。

（実施時期）：24年4月～25年3月

（参加人数）：毎回　約90食を配っています。

（成　果）：　計画通り、３回実施しました。

（評　価）：少ない配食回数ですが、非常に喜ばれている事業になっています。

（今後に向けて）：アンケート調査をしながら、献立内容や配食回数を検討し　継続し

て取り組んで行きます。

　ふれあい配食事業

　　１１,５６０円

（実施内容）：高齢独居者を対象に、労りや栄養等を考慮した「ふれあい弁当」を届

け、元気に過ごして欲しいという気持ちで取り組んでいます。

（実施時期）：年間３回実施しました。（10月5日、12月7日、3月1日）

（参加人数）：　26人

（成　果）：　萩往還専門ガイドによる説明を聞きながら、約３kmの萩往還ウォーキング

を実施しました。

（評　価）：史跡の説明を聞きながらの「ウォーキング」は好評で、行程がもう少し長くて

も良かったという意見もありました。

（今後に向けて）：今後も、「小鯖地域の史跡等の知識」の豊富な人材をガイドとして育

成し「健康と郷土愛醸成を兼ねる」特色のあるウォーキング事業に育てて行きます。

　　８５,６２９円

（実施内容）：作成済みの「小鯖ウォーキングマップ」の活用を図り、地区住民の健康

維持、増進のツールとして「ウォーキング」を推奨し企画しました。

（実施時期）：10月14日（日）

4



事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

　子供の見守り活動

　　９９,９４５円

（参加人数）：地域づくり協議会、地区民児協、自治会、地区社協、地区福祉員協の関係者

（成　果）：要支援対象者　36人　　対象者の「災害弱者支援カード」を作成し、それを

関係者へ配布しました。

（評　価）：　関係者間では、現時点における最新情報の共有化は出来ています。

（今後に向けて）：定期的に情報更新をしながら、継続的に行います。

　災害弱者への対応

　　９,１２０円

（実施内容）：小鯖地区内の災害弱者を把握するとともに、要支援者と支援者を特定

し、災害時１人も犠牲者を出さぬよう　地区内における住民の安全確保に万全を期す

る体制を作ります。

（実施時期）：　24年4月に研修会を実施

（参加人数）：部会メンバー　9人

（成　果）：24年8月に開催した防災講演会の準備を行いました。

（評　価）：　―

（今後に向けて）：次年度は、更に計画的に実行します。

　災害発生防止対策

　　９５７円

（実施内容）：自主防災に関連した取り組みを行います。

（実施時期）：24年7月

（参加人数）：　４４人

（成　果）：　発電機（家庭用ボンベ使用タイプ）及び救急工具セットを購入

（評　価）：発電機は、操作も簡単で重量も普通で、災害時十分に活用出来ると思います

（今後に向けて）：救助用備品の収納場所を検討しつつ、いざという時のために用具

備品の取扱い訓練をしておく必要があります。

　災害ボランティア事業の会の充実

　　１４９,９４０円

（実施内容）：小鯖地区としての「災害ボランティア事業の会」を設立しています。必要

と思われる救助用備品を今年度用意しておくことにしました。

（実施時期）：24年4月～25年3月

（参加人数）：　【小鯖地区防災講演会】：　69人、　【救命救急講習】：　51人

（成　果）：小鯖地域及び周辺に限定した説明で災害発生メカニズムがよく理解できま

した。　　新しい救急蘇生法及びAEDの取扱いについて実施体験を行うことが出来ま

した。また21年の小鯖豪雨被害を基にした　災害マップを作成しました。

（評　価）：身近で具体的な説明や実施体験で理解し易かったと思います。

（今後に向けて）：年２回程度実施し、特に避難訓練　避難所体験訓練を通じて、災害

に対する備えを進める予定です。

　　１８９,４１５円

（実施内容）：地域住民が安心・安全に暮らすため災害への備えを目的に講習会を開

催し、各自治会の自主防災組織の充実や各家庭での防災について認識を高めます。

（実施時期）：　【小鯖地区防災講演会】　平成24年8月5日

【救命救急講習】　平成24年11月10日　　開催
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事業概要

事業名

事業費

事業概要

（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要 （参加人数）： 延べ２１地区　（２回申請　７地区）

（成　果）： 同上

（評　価）： 地区内に２３地区自治会が登録されているが、申請は約半数に留まってお

り、これは実際に清掃活動をしているが、他の中山間事業等から補助を受けているた

めに地域づくり協議会へ申請していないケースがあるためと思われます。

（今後に向けて）： 環境美化事業は次年度以降も継続して実施します。前項と同様

に、広く認識してもらうために、広報紙「正田山」以外による広報活動も併せて検討しま

す。

　一斉清掃活動

　　１０５,０００円

（実施内容）： 小鯖地区内の環境美化を目的として、地区単位での清掃活動に対して

１回5000円（上限）を助成するもので、　年２回まで申請受付をします。

（実施時期）： 24年4月～24年12月

（参加人数）： １０団体

（成　果）： 同上

（評　価）： 地区内に２３地区自治会が登録されているが、申請は約半数となっていま

す。この活動の主体となっている子ども会が減っていますが、花壇整備事業は継続す

べき取り組みで　助成があると助かるという声を多く聞きます。

（今後に向けて）： 環境美化事業は次年度以降も継続して実施します。広く認識しても

らうために、広報紙「正田山」以外による広報活動も併せて検討します。

　花いっぱい運動（花壇整備）

　　１２８,８２４円

（実施内容）： 小鯖地区内の環境美化を目的とし、１地区１団体に対して公共の花壇

整備費として上限15,000円内で　申請額の10割を助成するもので　年1回の申請受付

をします。

（実施時期）： 24年4月～24年12月

（参加人数）：　30人

（成　果）：交通安全「ベスト」、「タスキ」、「幟旗」等を購入しました。

（評　価）：交通安全協会委員を中心とした　朝の指導は安心の絆を広めています。

（今後に向けて）：交通安全運動期間中に　ベスト等を着用し交通危険箇所を巡回し

て安全意識を高めるよう努めます。

　交通安全運動徹底

　　１０１,１４０円

（実施内容）：安全運転、安全歩行の意識をより喚起向上させるために、各地区の立哨

者がベストやタスキを着用して啓発活動が出来るようにします。

（実施時期）：１年間を通して、子供の通学時間帯を主として立哨指導しています。

（参加人数）：　現在登録の会員数は　151人です。

（成　果）：活動しやすいように　毎月広報紙に「見守り隊情報」を記載し、情報の共有

化を図っています。

（評　価）：小鯖小学校通学者の登校下校時の安全を見守る活動で地区住民からは一

様に感謝されています。

（今後に向けて）：子供を大事にする気持ちで、継続して取り組みます。

（実施内容）：小鯖っ子の登下校時の安全を期し、見守り活動を行っています。

（実施時期）：年間を通して、登校時と下校時
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要 （参加人数）：あゆみ編纂委員会メンバー　10人

（成　果）：　これまで　6回の打ち合せを行い、現時点　各項目の原稿が出揃った状態

です。

（評　価）：近々の変遷を詳しく知る人も少なくなりましたが、現在の小鯖のあゆみとして

まとめるだけの多くの原稿が集まりました。

（今後に向けて）：今後は　原稿の内容確認　及び編集作業を進めます。

　小鯖地区のあゆみ編さん

　　３,４５２円

（実施内容）：　昭和42年に発刊された「小鯖村史」以降　小鯖の歴史をまとめたものが

無いため、その後の「小鯖地区のあゆみ」を編纂することにしました。

（実施時期）：24年4月から完了まで約３年を目標にして推進します。

（参加人数）：小学校全児童　及び地区住民

（成　果）：　児童から165点、一般から７点の標語応募があり、児童７点、一般２点の入

選作品を選出し、2月初めに小学校フェンスに掲示しました。

（評　価）：実施して２年目、１年目ほどの盛り上がりに欠けた感があります。特に一般の

応募が少なく、関心が薄かったように思われます。

（今後に向けて）：継続の必要性から、今後、各地区公民館にも標語を揚げ、関心度を

アップして取り組みを推進します。

　あいさつ運動の推進

　　６１,５００円

（実施内容）：地域全体で取り組めるような「あいさつ運動」の推進を図ります。

（実施時期）：平成24年10月　～　平成25年2月

（参加人数）：　土木工事推進委員会（７人）にて対応。

（成　果）：　６件（農道１件、用水路５件）承認対応しました。

（評　価）：毎年予算額を遥かに超えるぐらい申請が出ています。

（今後に向けて）：申請内容を十分に吟味し、必要と思われる工事から優先的に実施

して行きます。

　法定外公共物整備

　　３,１８０,０００円

（実施内容）：法定外公共物整備事業として地域に広報し、要望を受け付け、土木工

事推進員会にて審査しその年度内の工事箇所を決定して進めています。

（実施時期）：　24年4月　～　25年3月

（参加人数）： 間伐作業は森林組合に委託。　トイレの外観塗装は山口市にて実施。

（成　果）： 間伐による整備も十分ではないが、頂上付近も見晴らしが良くなり、国道か

ら色直ししたタンクや桜も見えやすくなりました。

（評　価）： 正田山タンク周辺が整備され　更に行きやすくなったり憩いの場になりました

（今後に向けて）： 正田山国道側の雑木林間伐については、調整しながら継続して行

きたいと考えています。

　正田山の環境整備

　　１９９,９７５円

（実施内容）： 小鯖地区中心にある　正田山の環境美化を目的とし、頂上のタンク周

辺の雑木を間伐し整備をしました。

（実施時期）： 25年1月～3月
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要 （参加人数）：ソフトバレボール大会　14チーム、カローリング　12チーム　他　参加

（成　果）：　更に振興推進カ出来るように カローリング　１セット、　グランドゴルフ　２

セットを購入しました。

　スポーツの振興

　　３３７,４５０円

（実施内容）：地区住民の健康増進、交流を目指すもので、これまでにも、ソフトバレー

ボール、キンボール、カローリング等のニュースポーツを取り入れて推進しています。

（実施時期）：各競技大会にもニュースポーツを取り入れています。

（参加人数）：約400人

（成　果）：天候により、昨年度と比較すると参加者が少なかったように思われますが、

ぶっくんコーナー、科学実験コーナー等も好評で子供の来場者にも喜ばれました。

（評　価）：小学校の協力を得て、小学生の標語・絵の作品展示を行うことが出来、新

規の展示団体、協力団体が増えました。

（今後に向けて）：学習発表団体は減少傾向にあるが、イベント内容も充実させてい

き、今後は幼稚園・JAとも連携して一緒に地域のまつりを盛り上げたいと思います。

　地域内交流　小鯖ふるさとまつり

　　２５０,０００円

（実施内容）：地域交流センター館内外、幼稚園広場を利用し、各利用団体の学習発

表や地域交流の場として　みんなが楽しく集えるふるさとまつりにしました。

（実施時期）：平成24年11月18日（日）

（参加人数）：約300人

（成　果）：盆踊り、山口活性学園、國吉磨寿美さんのライブ、夏まつりポスター表彰、

地元特産の鳴滝そうめん流し、その他バザー、花火等のイベントを実施しました。

（評　価）：特に｢そうめん流し｣は、地元特産のPRも兼ね根付いたイベントになって来て

います。また子供達にはヤング向けの歌ライブが好評だったように思います。

（今後に向けて）：久しぶりに帰省した家族とともに、子供の参加を促進するような　楽

しい雰囲気の｢夏まつり｣になるよう取り組んで行きます。

　地域内交流　小鯖夏まつり

　　３６０,０００円

（実施内容）：盆踊り、歌等を通して地域の方々と交流出来る｢世代を超えた交流の場｣

として｢小鯖夏まつり｣を実施します。

（実施時期）：平成24年8月11日（土）

（参加人数）：　５００人

（成　果）：　―

（評　価）：　高齢化等により競技に参加出来る編成が組めず、参加出来ない地区が発

生し、運動会の運営について見直しが必要という声が聞かれました。

（今後に向けて）：　次回から子ども、若者が少なくても　高齢者でも参加可能な競技種

目を検討し、全地区が参加出来、継続して行けるよう検討しています。

　地域内交流　三世代交流大運動会

　　０円

（実施内容）：運動会競技の中に、防災関係の種目を入れ　必要用具を準備する計画

でしたが、代用の用具で実施出来たので、この事業内では費用計上をしません。

（実施時期）：　24年10月21日
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事業名

事業費

事業概要

（注）　事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し

てください。

（参加人数）：　―

（成　果）：　テント　１張り購入しました。

（評　価）：支柱ポールの組立分解が容易になり、まつり等で安全使用出来ます。

（今後に向けて）：所有しているテント、ポールの組合せが分かり易く　取り扱えるよう

マークを付ける等して　上手に長持ち出来るよう管理します。

　備品整備

　　１５２,２５０円

（実施内容）：以前から所有している備品の中で　傷みが進み、取扱いにくくなった備

品を購入することにしました。

（実施時期）：25年3月に購入しました。　

（評　価）：　24年の意識調査において要望があった用具を購入しました。

（今後に向けて）：　新年度早々の広報紙｢正田山｣に紹介記事を載せ、利用促進を

図って行きます。
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